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機能性身体症状

１）何らかの身体症状がある

２）その身体症状に見合うだけの異常所見を見いだす

ことができない

１）知覚：痛い、感覚が鈍い、しびれる（異常感、感覚が鈍い、

など）など →身体疾患、転換症状（解離性知覚障害）、心気症状

２）運動：力が入らない、安定して歩けない、手足や体が勝手に動く、けいれん

する、など →身体疾患、転換症状（解離性運動障害）、（一部は心気症状）

＊解離症状（健忘、遁走、昏迷など）：転換症状と一緒に、あるいは独立して

出現する

３）自律神経系：動悸、下痢、など→身体疾患、精神生理的障害
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転換・解離症状の特徴

・症状に見合う身体病変がない
・心理的な葛藤や環境との関係が明らか

・満ち足りた無関心

・疾病利得

・症状に象徴的な意味がある

＊「身体症状が著しいが、説明できるだけの身体病変が全く
ない」場合は診断しやすい。

＊不随意運動は神経疾患の症状として現れても、身体病変を
見いだせないことが多い。
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心気症状への診断と対応

よくみられる愁訴

全身 全身倦怠感、易疲労

循環器 動悸、心悸亢進、呼吸器、息苦しさ、胸部不快感

消化器 食欲低下、体重減少、嘔気、口渇、咽頭違和感、

胃部不快，便秘、下痢、

神経 頭痛、めまい、しびれ，耳鳴り、種々の痛み

その他 目のかすみ、頻尿、性欲低下

対応

所見をきちんと説明する

緊急に治療すべき身体疾患がないことを保証する

安易に「気のせい」「精神的なもの」と説明しない
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解離・転換症状の治療

臨床では原因を特定できることの方が少ないので

少しでも症状や苦痛を和らげるように対応する

１）身体症状への対応

鎮痛薬、リハビリテーション

２）見いだされた性格環境因への対応

環境調整（一時仕事を休む、など）
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経験した事例の症状から

・転換症状

中学生：両下肢が完全に動かなくなった

・解離症状

高校生：別人格の出現

・心気症状（１）

50歳代：長期間にわたって肩こり、上腹部の
不快感、手足のしびれ、頭痛などが持続

・心気症状（２）

４０歳代：咬合治療の後、種々の身体症状が持続
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線維筋痛症の診断

http://www.rheuma-net.or.jp/rheuma/rm120/kouza/senikintsu-1.html
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/dl/manseitoutsuu_01.pdf 7



「線維筋痛症」という診断の問題

・リウマチ性疾患に分類されることが多いが、痛みが主症状

となる精神疾患（心気症、転換ヒステリー）との鑑別や

異同はもっと議論されてよい。

・病名の意義は保険制度、薬剤の販売戦略などの社会

背景も考慮して検討する必要がある。

・現時点では「原因不明」という説明と適切なインフォームド

コンセントの下、心身両面から治療を行う。精神疾患と

考えると、身体面の軽視、不適切な向精神薬療法や

精神療法につながりやすい。身体疾患と考えると精神面

の治療の軽視、不適切な薬物療法につながりやすい。
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